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１０月９日（水）の、第３回まなびあいサロンには、みみちゃん教室や幼稚部の保護者の皆さん

など、１３名が参加してくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：『ことばの発達や支援について』講師：幼小学部主事 齋藤 隆康  

教科の学習をするために大切なこと 

１ 日本語の生活言語を正確かつ豊かに獲得させること 

２ 日頃あまり使わない学習言語を見聞きする回数を増や

すこと 

３ 「因果関係や共通点、背景などを考える習慣」をつける

こと 

 

 

 

～参加者の感想～ 

☆国語の教科指導についての工夫、興味深く勉強になりました。オノマトペについての動作活動についても

参考にしてみたいと思いました。小学部からどうなっていくのか大まかに知ることができてよかったです。 

☆育てるではなく、育つという考えでいいんだと思いました。コミュニケーションを大事にし、子供の目線にた

ち、かかわっていきたいと思いました。 

☆質問した内容と違う答えが返ってきたとき、つい「違うよ」と言ってしまうので子供に寄り添っていきたい。 

 

        普段の生活の中であえて言葉にして丁寧に声をかけていくことで、子どもの聴く力が育
ち、内言語として積み重なり、言語力につながります。口形をはっきり、日本語のリズムを意識しなが

ら音声や手話で表現することが大切です。 

「ことばを育てる」とは？学校では 

「ことば」⇒日本語 「育てる」⇒「子どもがことばを使う」 

◎育てたい能力 

１ 話す能力（発音・発語指導）  

２ 聞く能力（聴覚活用に関する指導） 

３ 読む能力            

４ 書く能力 

５ コミュニケーションする能力   

６ 音声言語で思考する能力 

７ 記憶する能力 

「『９歳の壁』を超えるために」 著者：脇中起余子 

出版社：北大路書房より 



 


